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組曲についての一考察
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　瓦はじめに

　音楽史上（西洋），特にバロック時代の器楽における

最大の表現形式としては，フーガと組曲をあげることが

できる。そのうちの組曲は，古典派時代においてソナタ

形式の発達と共に衰退したかのようにみえたが，近代に

なりまた新しい衣をきて発展してきた。

　このめまぐるしい変遷を遂げてきた組曲を，今回の演

秦会にとりあげることにした。曲目には，古典組曲であ
　注1
るバッハBαoん，∫且（1685－1750）の「フランス組曲

”α脇δ3｛56加8〃伽〃」と，近代組曲であるムソルグスキ

ー皿棚0ブg吻，”．R（1839－1881）の「展覧会の絵

B〃κθ伽ぴ五〃∬玄θ”〃〃g’」とを選んだ。いうまでもな

く両者は，古典，近代の組曲において共に代表的な作品

であり，両時代の各々の特徴をよくとらえている作品で

あると認められているという根拠にもとづく。

　技術的要素と精神的要素（内面的要素）との双方が結

合して，1つの演秦が出来上っていく。その内面的要素

を知るうえにおいて必要なことは，すなわち組曲の源

流，変遷を探ることではないかと思う（もちろん，肋一

6ん，J8やM螂30昭3伽，”Pらの作晶のスタイルを

知ったうえで）。

　組曲の源流を探り，変遷を辿ることにより，なぜ近代

において一時期の衰退から組曲が復活してきたのかを究

明し，そのことによって，自已の演奏や音楽教育にどの

ような効果をもたらすかを，研究してみたいと思う。

　H　組曲の内容と，成立事情

　組曲は，元来舞曲から，あるいは舞曲風の楽章から，

また時代が下るに伴っては，舞曲形式によらない楽曲

（8o〃α肋，8｛ψo加α，To06α肋，P〃Z〃必o，0卿κ励ザθ，

C加60舳θ，ル加，規範曲等）から構成されている多楽章

＊島根大学教育学部音楽研究室

の曲で，イタリア語で肋れ伽，フランス語で肋ブ地，

ドイツ語で3〃伽という。組曲の重要な特徴としては，

楽章構成における　γ〃肋脇碗である。つまり調性に

関していえば，統一性が優越しているが、楽曲はその配

列が気ままであるという傾向が，再三現われてくる。

　始まりは古く16世紀に求められ、フランスのBブ〃zZθ

（古い民族舞踊）の中に，組曲という術語が使用されて

いる。アルボールろθα〃，τ（1519一？）は，1588年に

r0κ脇ogγψ肋」の申で，r舞踊会はBr”z16の4

種類の組曲で始まった。」と述べている。それらはゆっ

くりとした扮伽zθから，活発なB舳z1θへの配列が意

図されていた。そして形式的な基礎があらわれるのは，

中世末期の杜交舞踊（P〃伽θとGα〃α〃θ）や民族舞

踊（歩行舞踊86伽θ肋〃胸と跳躍舞踊助r伽g肋z）に

までさかのぼっている。

　組曲は古い器楽の形式においては，最も重要なもので

あり，約1650－1750年のあらゆる鍵盤音楽を支配し，元

来それらはすでに，14－15世紀頃から実際にリュート

ムα肋など，弦楽器で演奏した踊りの伴秦音楽であっ

た。

　16世紀になって，器楽の舞曲とそれに伴っての組曲

は，決定的な飛躍を遂げた。文献によれば，個々の舞曲

は依然としてさまざまな原則や，また，時には舞踊の型

に整頓されているのが優勢であるが，リズムだけを変化

させたり，あるいはますます自由で，技巧的な変秦によ

って結ばれた舞曲の1組が，まず何よりも優位であっ

た。

　組曲はおよそ肋η伽θ一GαZZ伽ゐ，肋ηα〃ト8αZ肋θ一

ZZo，BαZZo－8αZ炊θZZ0から構成されており，フランス

やオランダにおいては，Roη∂o－8αZ肋ブθ”o，AZZ舳伽ゐ

＿3αZ肋θZZo，B伽θ∂〃z3トTb鮒肋〃から構成され，ド

イツにおいては，跳躍舞踏丁α脇一泓必α〆も加えられ

て構成されていた。しかし，イタリアのLα肋組曲に
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おいて，すでにそれ以前から，もっと大きい結合があ

り，それによると，同じタイプ「肋ηα〃ト8αZ肱〃ZoI

から皿」。また新しいタイプの1つないしは，もっと多

くの助ブ加g肋zを巡って，ダンスの1組なるものが拡

大されていっている。そこでは3楽章の舞曲の組が，構

成されていた。つまり，ペトルッチ肋炉伽｛，α（1466

－1539）が1508年に作曲した組曲「肋ω伽一8αZ玄〃θ”o

－P伽α」にみられる，活発さが更に高まった助ブ加g’一

切脇が。その舞曲の配列を締めくくっているか，また

は，1つの舞曲の組の楽章と楽章の間に挿入されてい

る。後になると，カローソ　C〃050，M　F　（1526－

1600）が1581年に作曲した「肋”肋o－GαgZ〃”α一

R0肋一C伽αrづo」のように，同じ原則に従って4楽章

の配列も作られた。この時期には，繰返しや幾つもの変

秦を，1組のダンスという土台に挿入することにより，

移しい数の構成が可能になった。このようにして，フラ

ンスではB棚θあ郷θ一Rκoψθ一乃1”づo〃という配

列に変化し，またイタリアでは，カスティリオーネCα一

鋤ψo肋，G．A　（生殻未詳）が1536年に作曲した，

「肋肋ろ0Z励”ηゐZα砿0ゐ”ηκ∫｛”砿0”」の中のムか

肋組曲，マイネリオ〃α伽ブづo，1）．α（1545－1578）

の膨大な管弦楽組曲へと変化していった。しかし，同じ

時期。舞曲形式をとらない形式が，舞踊と結びつくとい

うこともあった。例えば，Cα鋤gZ｛0〃θ，αλ．のL伽加

組曲は，Tooω肋で終っており，コペラリオC0卯閉一

ブεo，∫（1575－1626）や，ピアソン肋榊0〃，”．（1572

－1650）らは，1600年頃，イギリスにおいて，肋励伽加

とKα脇o〃θを舞曲に組合せている。

　17世紀から18世紀の中頃にかけて，組曲は全盛期を迎

えている。イタリアでは向上しつつあったオペラの分野

で，新しい型であるバレー組曲として発展した。それ

は，アレクリλ”θgブz，L　（1573－1648）が1618年に作

曲した　「乃伽Zo肋m”Zθ〃脇∫肋θ」の申で，ひとつ

の山場を迎えたといわれている。またイタリアにおい

て，その当時Cα脇oπθ∂α80伽ブθと呼ばれた器楽曲

のC”脳o〃αから教会ソナタ8o伽肋あo肋3αと室内

ソナタ8oη肋∂α6α榊閉という，形の違うバロック

ソナタが完成された。その外形は，マリニ”αブ伽，且

（1577－1665）の捌〃鮒Z3肋，すなわち単独楽章と1組

のダンスという形式から，コレルリCoブθ”，λ．（1653

－1713）の循環形式にまで及んでいる。

　イギリス，フランスにおいても，組曲の新しい一時期

を迎えている。それは，イギリスにおいてはマスク”α一

吻θという範囲内でタまた一方，フランスにおいて

は，宮廷バレーにみられる。後にイギリスでは，パーセ

ル肋㈹1Z，Hl（1695－1695），　フランスではリュリ

Lz”ツ，∫R（1632－1687）やラモーRα伽ω，∫Pん

（1683－1764）により，バレーと管弦楽の組曲が，絶頂

期を迎えた。

　すでにシャンボニエールCんα励0〃z伽θ5，∫（1601－

1670）の1650年頃の「Hκθ∫ゐα伽κ｛〃」の中では，

A〃舳伽ゐ，Co〃rα肋，8α閉ろ〃zゐ，G｛g〃θといった舞

曲が，根幹となっている。しかし，これらの舞曲は同じ

型を結合したものとして、またDo1必Zθという変秦に鉱

大されて，登場してきている。Rα舳伽，∫肋．や，ク

ープランC0ψr加，此（1668－1733）の組曲は，楽章

の組合せが非常に華やかであり，さらに複雑である。

　ドイツでは1600年以後，単独の舞踊とか，組になった

舞踊，または自由な配列に構成されうる室内楽の為の，

舞曲形式をとらない楽章を集めたものから，組曲が生れ

ていった。しかし別に，γ〃倣｛o惚〃＆伽すなわち変

秦組曲という型も現われている。それは，ポイエルル

肋雌ブZ，R（1575－1625）が1611年に作曲した，「1＼な眺

肋602〃〃」の中の肋ゴo伽〃伽¢一肋かα∂α加¢3＿

D伽赦加φ一GαZ1｛α〃α伽¢3という型や至シャイン

8cんθ肋，∫H．（1586－1630）が1617年に作曲した，「B一

ωκ加肋伽雌三cαZθ」の中の肋6o伽伽加Φ一GαgZ｛〃一

6α　加3－Co鮒伽κ加　％一AZZ3柳肋∂θ伽　φ一丁ブψZα

加3という型にみられろ。この二人は，その時々に選

ばれた楽章の順番を，1つの組の申に維持して，それか

らその組曲の楽章を，白由に扱っている変秦でもって結

びつけた。この2つの特徴は，当時のイタリアやフラン

スの組曲のもつ首尾一貫性の中で，異質であった、

　しかし，この二人の後に，ドイツのレーヴェL伽θ，

J．ユ（1629－1703），ケルツKθZ2，”．（生覆未詳），ロ

ーゼンミュラーR03刎刎勿ZZκ，∫（1620－1685）なども，

変秦や型にはまった楽章の配列をさけ，白分達の組曲

を、肋η”κ，Gα〃伽庇，AZZ伽伽ゐ，Co鮒α肋，8〃伽

ろ舳必，αgz〃，ルκ，Bα〃o（Bα〃励），肋閉あを，さ

まざまな順に並んだものとして，計画している。これら

に関していえることは，何よりも舞曲形式をとらない序

秦楽章を導入していることである。その序秦楽章はRo一

∫θ舳切ZZκ，∫の，1667年作の80伽姥∂αω刎θ閉にお

いては，複雑でイタリアの序曲に近い，戯ψo〃如へと

広がっていった。また序曲のついた組曲へと，変化して

いった組曲の第2のタイプは，ドイツにおいては，フラ

ンスのバレーを模範として発展していった。そして，こ

のタイプのものには，「フランス風に」と表示されてい

た。それは，シュメルツァー80ん刎θZzκ，∫H．（1623

－1680）の作品や，ヘンデル肋肋〃，G．H一（168ト
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1759）のr水上の音楽W：伽附〃〃3｛k」，r王宮の花火

の音楽ハ舳ブ閉ブ尾3舳5批」，またBαoん，∫＆の「序曲

0卿θ榊ブθ〃BWγ1066－1070」に現われている。

　管弦楽曲よりもっと強烈に，ある特定のタイプに集申

しているものとして，KZ卿伽組曲がある。フロベルガ

ー”0ろθブg’ぴ，∫∫（1616－1667）により，組曲は1つ

の音楽形式として確立された。彼により始めて，”θ一

舳”θ一Co〃閉肋一8α閉ろ伽ゐの3楽章形式をとって

いった。彼の組曲中，いくらか後に作曲されたと思われ

るものの中に，G｛g雌が含まれ，A”〃z伽ゐ一αg〃ト

Co鮒α肋ト8〃αろα〃ゐ　という楽章の並び方になり、そ

してシュルトハイス86ん〃脇〃，且（生覆未詳）や，ブ

クステフーデB鮒脇〃ゐ，皿（163卜1707）らの組曲

に，Gな脇が終曲に置かれていった。また単純な4楽

章の型は，むしろ例外であり，8〃肋α〃ゐとGづg脇の

間に，フラノスで起った舞曲　（Mθ舳θ雄，一Bo鮒ブあ，Gα一

ηo娩，Aか，肋∬砂肋）などを挿入して，多彩に展開し

た組曲を作っていった。

　ドイツとフランスの伝統を結合したことから，B〃1z

∫＆　のクラヴィア，独秦ヴァイオリン，独秦ヂェロ

（WOZαク0刎ク05α）の為の組曲が育っていった。Bαoん，

∫aは個々の組曲において、再度独特な刻印が聴き取

れるように，円環をなすプランに従って作曲している。

そして，この円環をなす構造という原則は，何よりも。

序秦都の取り扱いにおいて明白である。またBαoん．∫

且の作曲法に反してH肋∂五αH　は，1720年に作

曲した彼の「クラヴサン曲集8〃伽∫ゐP伽ωクoZκZθ

αωθo加P陀刎伽γ0Z〃刎θ」において，各々の組曲にま

ったく独自の構成を基礎にしており，それと同時にま

た，ドイツ，フランス，イギリスにおいて，盛んであっ

た組曲形式をも模範としていた。

　この組曲形式の全盛時代に，前述した8o伽肋∂α”一

醐と8o伽切∂αoα〃鮒α　という2つのバロックソナ

タもまた，Bαoん，∫＆，H伽ゐZ，G、亙，Corθ〃，A．

などの人々の手により完成されていった。そして1725年

頃に，別に新しい発展が始まった。それは，ハイドノ

Hψ∂〃，∫（1732－1809），モーツアルトMo湖ブちWζ．

A．（1756－1791），べ一トーヴェンB励んoη刎，L・η・

（1770－1827）によって完成された古典ソナタであった。

この新しい形式の発生には，様式の決定的な変化が伴っ

ている。それは，PoZツ助o肋な様式からHo〃zo助o伽

な様式の変化，すなわち，2つ，3つまたは4つの別々

に動く旋律が，同時に響く構造から，1つの旋律を充実

した和弦で支える構造の変化である。この様式は1750年

頃に，完全に確立されている。言い換えれば。1750年頃
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に，組曲形式は衰退したのである。その当時の人々は，

この様式の変化を，白然への復帰。R肋〃・6Zα〃α肋θ

と誉めたたえている。それは，対位法の無用のくびきか

らの解放としての喜びであったといえよう。

　1曾匝紀末頃に衰退した組曲が，新しい日の目をみたの

は，19世紀末頃からである。19世紀末頃，新古典主義の

目印であるBα6ん，∫＆への復帰は，8〃伽，TOoo肋，

Pω螂αg〃α，．Rκ肌α1θ，1肋棚づo〃などの古い形式を復

活させた。それは，感情に溺れぬ，客観的な身しばしば

故意に乾いた表情の冷たい新しいスタイル，とりわけ対

位法的様式が強調され，ロマン派音楽の和声的構成や，

その後の時期を風摩したリズムと，衝撃風の構成から，

著しく状態が変化したのである。この新しい運動の中か

ら復帰した組曲は，19世紀，20世紀においては，バロッ

ク時代の組曲形式が，主として舞曲のみで構成されてい

たのに対して，舞曲だけに限らない拝情的なものや，描

写的なものなど，ジャンルとしての組曲として発展し

た。その形式も種々になり，3部形式，ソナタ形式のも

のなどが作られタまたはっきりと組曲と記されていない

が，実際には組曲，またはこれにちかいものも少なくな

い。この時期の組曲をジャンル別に分けて，例をあげて

みると次のようになる。

　1．バロック組曲の模倣として：レーガーRθg．卯，”，

　　（1873－1916）の室内楽の「古い様式の組曲＆1伽

　　伽αZ姥π醐Zoク．93」。シェーンベルク8c肋犯ろθ一

　　ブg，A（1874－1951）の「ピアノの為の組曲＆伽

　　力加KZαがκo久25」。

　2．ジャズや民族舞踊をもとにしている新しいダンス

　　の組曲として：バルトーク肋ブ脇，且　（1881－

　　1945）のピアノ曲の「組曲8z4伽ηoか14」。ヒン

　　デミットH；〃∂舳肋，R（1895－1963）のピアノ曲

　　の「組曲8肋舳oか261922年」。

　3．バレーからの組曲として：チャイコフスキーT5－

　　○加批0ω曲，R五（1840－1893）の管弦楽曲のrく

　　るみ割人形DぴNψ肋αo加r」。

　4．劇音楽からの組曲として：ビゼー肋鮒，α

　　（1838－1875）の管弦楽曲の「アルルの女8〃伽

　　L’ル1細θ舳θ」。

　5．配列された音の絵画として：マスネーMα∫舳功，

　　∫且F（1842－1912）の管弦楽曲の「ハンガリー

　　の情景86ε7㈱1zo〃gγo｛螂」。ムソルグスキーM〃∬o－

　　rg5妙，M．Rのピアノ曲「展覧会の絵B”ぴ
　　θ伽ブル∬乏θZZl〃1g」。

　6．現代において，一般的にさまざまな様式の楽章が

　　並んだものとして：ベルクBθブg．，A（1885－1935）
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　　の「弦楽4重秦の為の拝情組曲ム伽50加8〃伽！伽

　　8腕励q伽肋κ1925／26隼」。

　7．日本人の作品として：尾高尚忠（1911一）の1936

　　年の作のピアノ曲「日本組曲」。これは，日本のメ

　　ロディが，ヨーロッパの後期ロマン派的な手法の中

　　に，見事に生かされている。伊福部昭（1914一）の

　　ピアノ曲の「日本組曲」。これはオーケストラ的な

　　色彩感にあふれていて，素朴な力強さが感じられ

　　る。中田膏直（1923一）の1952隼作の「ピアノのた

　　めの組曲」。これは，調性的，旋法的，12音的など

　　の技法で作られている。諸井誠（1930一）の1949年

　　作のピアノ曲の「古興組曲oか1」。これは，肋一

　　6ん，∫且の「F閉脇滅κ加8〃伽〃」がモデルとな

　　っている。三善晃（1933一）のピアノ曲の「組曲こ

　　んなときに」。これは，5つの小品からなり，へ音楽

　　で赤ちゃんに応対する”とある。以上のこれらの曲

　　は，「組曲」という名をかりた小曲集団とみなされ

　　ている。

　且n　組曲を構成する諸曲についての説明

1　アルマンドAu㊥㎜a醐幽

　古いドイツの行進の踊りで，16世紀頃までは偶数拍子

で踊る，実際の舞曲であったが，組曲の1部に加えられ

るに至って事元来の性格は失なわれた。組曲の第1曲

で，P〃伽θの代りに用いられ，中庸のテンボで一様の

リズムを刻み，大体払拍子のAZZθgブ0Moゐ棚0で秦

し、ほとんど短いAψα肋をもって開始される。形式

は後述のCακ6肋，3”’αろ伽ゐ，αg’zκなどと同じ

く，原則としては，2部形式によって構成され事前半の

部分は半終止を告げて反復され争後半部分も反復され

る。B〃ゐ，∫ユのAz1舳α〃ゐは，両半分が同じ長さ

で，その終止は、弱拍部に女性終止を告げる。

　Bα6ゐ，J．＆と同世代のマッテゾンMα肋θ30〃，∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2
（1681－1764）はこの舞曲について，　「正直なドイツ的

1舳刎｛o〃、悠々として、万物に狂いのない状態をよし

とする，満ち足りた幸福なドイツ国民性をよく表わして

いる。」と述べている。

2．　クロラントC⑪理胸珊舶

　元来フランスの舞踏室の踊りで，フランス語の’走る

Co鮒｛〆に由来し，古いGα”αブゐに当る。イタリア

の影響のもとに，軽やかで流れるような，また飛び跳ね

るような，軽快な調子である。そして，落ちつきのない

活発な3拍子で，％拍子と％拍子の混合拍子をとること

もある。

　一般にAZZ舳α〃ゐより速く，Aψα肋で始まり〃一

1肋〃〃ゐから韻律を変化して得られている。そして終止

形は，λZZ舳伽ゐと同じである。Bα6ん，∫且のC0μ一

閉肋は，両半分が同じ長さである◎A”肋伽ゐが，

1700年を遇ぎるとほとんど踊られなくなったのに対し

て，COz舳物は18世紀に入っても踊られていた。

　この舞曲は16世紀に起り，17世紀の申頃から組曲の1

曲となったが，17世紀に2つの型，Co㈹肋（イタリア

風）と，Co鮒α肋（フランス風）に分れた。

　C0榊肋は％，多る拍子の速いもので、絶えず走りまわ

るような音型をもち，へ走る”舞曲であった。肋6ん，

∫且のF閉脇δ5づ∫61昭8〃伽1〉；o．2C一刎o〃のCo〃閉一

肋は，楽譜上ではCα㈹肋と明記されているが，こ

の曲は，静かに流れるC0㈹肋とみなされている。

　Cα㈹肋は，Co閉肋より洗練された型で，申庸の

速度の％，％拍子で，拍子はしばしば入れかわる。この

2つの違いは，Bαoん，∫ユがCo閉肋とCo鮒α倣

の両方を作曲していることにより，明らかである。

　この舞曲について，jB〃ん，∫且の従兄弟のヴァルタ

ーWα脇θブ，∫（1684－1748）は彼の「”刎淡工θ”伽〃」
　　　　　　注3
の申で，「非常に直面目なリズムであっていいダンス曲

である。」と，また前述のMα肋θ50〃，∫は，「この曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　注4
には，どことなく楽しい愉快なものが感じられる。」と

述べている。

3　サラバンドS包亙瓢b馳珊沮e

　最初スペイノに起った舞曲で，ゆっくりとしたテノポ

ー乙αブg0の生真面目な，上品な性質のもので，メロディ

は荘重な表現を示している。しかし1650年頃フランスに

おいては，この舞曲は一般に早いテンポの舞曲であり，

また活発なものであったが，17世紀の中頃になり，速度

は遅くなっていった。

　この舞曲は％，％拍子の3拍了系で，λψα紅なしに

強拍部で始まり，2拍目を強める。つまり，％几♪ま

たは。％J　J．Jのリズムになるこ’とが多い。他の舞曲と

違う点は、細かく動く音型より，和音を音型的に変化さ

せて，和音を浮き出すことが非常に多い。そしてその気

どった大げさな態度が，この舞曲の特徴となっている。

　肋6ん，∫且の弟子のニフェルマンM6んθZ伽舳，α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注5
（1717－1762）はこの舞曲について，「魂は高揚し，賞

讃と畏怖の念をいだかずにいられない。」と述べている。

　フランスにおいて，C0鮒α肋θと8αブαろα〃ゐは，2

回以上の出現は稀でなかった。その場合，第2Cα㈹一

肋や第28〃αろ伽ゐは，DOz”θと称して，第1

Cα㈹肋，第18αブαろ伽ゐの変秦であった。それらの

舞曲と，そのDo〃6の両方を演秦すべきか，どちらか

だけを演秦するかは，演秦者の選択にまかされていた。

sokyu
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　4．ジーグG五星蝸

　組曲の終曲に用いられ，必ず3拍子系である。しかし

例外としては，肋6ん，∫且のハ’α脇δ5｛56加8〃伽M．

1∂一刎o”がある。

　Gづg雌はテンポが速く，両半部は同じ長さで，基本

主題の開始には模声法が用いられ，第2部の開始は，基

本主題の転回主題とその模声で開始される。フランスや

ドイツでは早くから模傲的に，またフーガ風に取扱わ

れ，しばしば後半は，主題の倒置形から始まっている。

　この舞曲が秘，％拍子の場合，つまり前述の扮α脇δ一

ε｛κ加8〃伽1＼b．1の場合，その符点のリズムは，3

連符のリズムを鋭くしたものと考えられ具月または」．

♪は，J♪から生れたものとみられる。イタリァのα一

9！κ，α9αは，無邪気で，Ho〃τo助o〃柘的にとどまり，

♪のんψα肋をもつ％拍了のA11昭roである。

5．ガヴォットG・岬⑰枇㊧

　この舞曲が組曲に加えられるときは，大体8αr励伽一

此の次に置かれ，払拍子で実際に踊るときは，強拍部

を強調し，あるいは踏みならし，また跳ね上るリズムで

秦する楽しい勢いのよい，可愛い室内舞踏である。

　開始は必らず4分音符の第3拍から行われ，8分音符

より細かい音符は使用されなくて，2部形式である。伴

奏部分には，コントラストをもつ第2主題が現われるこ

ともある。

　またこの舞曲には，別の舞曲で2部形式のハ∫脇娩が

付け加えられ，Gωo雄トM蜘励トGωo肋という，1

つの大きい舞曲の形式になることもある。

6　　ミュゼット皿固se悦e

　常に掛留音の上に秦し，一様な音の動きを示し，バグ

パイプの感じを出す。

7　メヌエット皿㊤皿鵬悦⑪

　組曲から交響曲，ソナタに加えられた唯一の舞曲であ

る。この名は，その時代に人気のあったフランスの踊り

で、小さいステップが使用されたことから名付けられ

た。

　％拍子で強拍部に始まり，中庸のテンポで愛らしく，

荘重で華麗な踊りの調子をもっている。元来，2部形式

で両半部は反復されるものであった。しかしHαツ肋，

∫以後，特にMo湖れ，W．A．，肋励o閉z，L．η．の

肋〃zκ吻では，場合によって，第3部が暗示に止まる

こともある他は，明確な3部形式をとるのである。そし

てこの舞曲には，G〃o肋に対する〃〃∫θ娩との関係の

ように，Tブ｛0が付け加えられる。この乃伽は組曲に

おいては，常に同一調または同名調で書かれている。

　フランスとドイツの辞書編集者であるブロッサード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注6
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Bブo∬αブ∂，且（生殻未詳）とWα肋κ，∫によれば，

「大変楽しい，大変早いテンポの動きで踊り演秦され，

％拍子と書いてあるが，それは％拍子に近い。」と述べ

ている。

8．アングレーズA皿星賊舵

　イギリスのフォークダンスである対舞Gθg伽肋脇，

つまり列をなす代りに，幾組かが向い合って踊る舞曲か

ら由来しており，フランスに来てフランセーズ．F閉〃9一

α｛5θという名で，フランスからドイツに引継がれていっ

た。幾分田舎の陽気さをもっている。特に2拍子や4拍

子の吻伽r∂舳伽gに現われている。

　この舞曲は，17世紀になってフランスのバレエに用い

られるようになった。

9　　　ヲーレー・・B⑪哩亙r6e

　17世紀のフランスの舞曲で，起源はAz〃α苫〃θ地方

と思われ，元気なリズムの申に，陽気な田舎の踊りを思

わせる。それはフランスで人気のあったことや，ドイツ

のフォークダンスと密接に関係したことが原因である。

　通常速い2拍子で，1拍のAψα肋をもち，リズム

は一般にJηJ』であり事4分音符の第3拍が結びつい

て。酌鮒o畑ヱ｛oκとなっていることもある、

　この舞曲は，17世紀後半にはまだ現われていなく，後

半から18世紀初期にかけて，パッヘェルベル肋伽Zト

θZ，∫（1653－1706），　フィッシャーハ50んκ，∫K．

（1665－1746），肋o1z，∫＆の組曲にみられるようにな

った。しかしこの舞曲についての説明は，早くもプレト

リウスP閉肋”ω，M．（1571－1621）の「8ヅ伽g刎α一刎〃

　注75｛α〃Z」に記載されている。前述のMα肋350〃，∫は，

「がっしりとして，立派な体格を人間を思わせる、ところ

が多分にある。」という。

10．　Jレロレ　L⑰姻亙る

　ヴァイオリンなどの弦楽器の運弓法の一種でもあり，

バグパイプに似たルールという楽器に由来している。％

拍子か，または複拍子で、表情豊かな感受性の鋭いメロ

ディで重上品さは全然そこなわれないままであり，ゆっ

くりと荘重な感じである。リズムは，♪Jμ♪」が支配

している。

　前述のBr0∬α〃，工　は，r1拍の根本のアクセント
　　　　　　　　　注8
は，4拍の第2アクセントより敏感に強調するが故に，

これを長く，より柔軟な呼吸を必要とする。」と述べて

いる。

H　　工一ルA岨（A亙聰）

　はっきりとしたダンス曲の特徴や，しっかりした構成

をもたない曲で，肌Zo扮”oη舳α砿と呼ばれている。

この可愛らしい小曲は，細かい音で動く，静かな優美な
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複合拍子の曲で，「歌う」歌謡的な形式である。

屹．ポロネロズP⑪1⑪蝸｛舳

　　ポーランドの宮廷の儀式や，行列により発達した国民

的舞曲であり，壮大な祝祭気分で，多く騎士風で，華や

かな壮麗な性質をもっている。

　記録によると，16世紀後半にまでさかのぼり，18世紀

頃に至って広く流行し，声楽用のものも作られた。

　　一般にこの舞曲は％拍子で，リズムはη「ηηで

　あり・8鮒必醐ゐに感じが似ているが争8α閉あ肋ゐほ

　ど堂々としたものではない。肋6乃，∫＆のライプヂツ

ヒ時代の人間でシャイベ30脇ろθ，∫A（1708－1776）
　　　　　　　　　　　　　　　　　注9
は，r最後の拍が始めより明確に異った動きをもち，楽

しく非常に荘重である。」と言っている。

　またショパンCんo加η，且（1810－1849）によって，

芸術音楽として高められた。しかし，Cんo加〃，且　の

肋Z0舳｛3θは非常に複雑であり，これは舞踏曲として目

論まれたのでなく，PoZo伽づ∫θ風な特性をもっているに

すぎないのである。

旧．　パスピエ正蝸鯛がe岨

　抄吻g’〃θ地方に起ったといわれる舞曲で，％，ラる拍

子の陽気で活発な性質の輸舞R1〃∂T”犯で，ルイ14

世，ルイ15世のフランスの宮廷において，大変栄えた舞

曲である。

14　ロンドR⑳皿d一㊤馳魍

　中世ルネサンスのフランス歌曲の形式で，後のロンド

形式のもとである。17，18世紀のフランスの大家の組曲

においては，主な形式であり，面白く引き込まれるよう

な主題の，数度の反復が重要となっている。

15．　プルレスカB唖r皿鍋㈱

　イタリア語で，ふざけた，いたずらっぼいという意味

で，そのようなユーモアのある性格の楽曲を，題名とし

て用いられた。

16．　プレリュロドPr釧腿dle

　15世紀後半から16世紀にかけて，抄6Zαゐは走旬と和

音とが交替する，自由な音楽形式の短い鍵盤等器用の作

品であったが，1650年ごろから特定の楽曲，例えば，

8〃伽，肋gα，肋g励oと結びつけて作曲されるように

なった。

　肋g0の〃6zμ庇の場合，大抵切れ目なしに続くか，

また色々異った楽節が自由につながっている。また8〃一

伽のPブ6Z〃ゐの場合には，コントラストをもって2つ

の主題が使われている。このようにして，一段と発達し

ていった形式である。後に丹6z”6は，肋gαやその

他の形式から離れて，独立的なものとなった。

17．　プレアンブルムP醐鋼醐。b咽且固㎜

　16世紀の扮61〃θの呼称として用いられ，また同じ

意味である。Bα6ゐ，∫＆はrKZ伽伽一B伽〃θ加η07

W肋θZ伽ル”㈱α舳Bα6ん」の中の2声の楽曲に，こ

の名称を用いた。

18．　シソオフォニアSi皿f⑪㎜勉

　初期のバロック時代において，0加閉，0伽or｛o，Cα一

肋肋などの，　声楽作品申における器楽曲は，一般に

慨が0π加と呼ばれていた。また純粋な器楽曲において

も，オーケストラ組曲の第1曲や8o伽肋なども，8肋一

加加αと呼ばれた。

　17世紀末以後になり，スカルラッティ86〃1α鋤，λ．

（1660－1725）によって，「イタリア風序曲」として統

一された。

19．　ファンタジアF鯛t闘油

　16，17世紀の器楽曲の名称で，その当時の作曲家達

は，。肋肌㈹という厳格な形式を白由に幻想化しな

がら。適度にほぐすことを時に許されていた。それが

肋肋5｛αであり，またフーガ様式が支配していた時代

に，厳格なフーガより，多少自由で即興的にこれと対立

するようなものも、Fα励伽づαと言った。

20．カプリッチョC鞭r虻ci⑳

　17世紀において，初期のフーガの形式の1つで，形式

に束縛されることなく，地鮒6〃θ等との区別がなく，

地鮒6〃θに比して，音符が豊かで詳細に完成され，一

層名技的に表現されている曲である。

21．　トッカータT⑪cc馳悦

　16，17世紀におけるK1伽伽および0ブg伽におい

ての，幻想風な楽曲のことであり，この言葉の意味に

は，前秦曲という意味をも含んでいる。この曲において

交代して現れる2つの異なる要素，すなわち充ちあふれ

て力強く，幅広い和音の支柱と，急速な音型的なものが

重要である。独立して1曲をなすこともあり，フーガな

どの前の”伽ゐの代用として秦された。

　しかし肋6ゐ，∫且以後のTわ6ω肋は，一定の楽想

に基づいて主題的な発展をなし，Froろぴgκ，∫∫や，

ケルルKθブZZ，∫C．（1627－1693）などのTo㏄励αと

は趣を異にする。近代においては，名技的で活発に速い

テンポで動くPθゆ肋〃舳伽o舳θ，つまり無窮動のよう

な曲を意味している。

22．スケルッオS曲e脳g

　諮譲曲，バロック時代において，軽い娯楽的な声楽曲

であったが，元来の意味を失って幻想的な、時に不気味

な暗い力を持つ曲も作られてきた。テンポは一般に迅速

で，舞踏を通りこし，時々息づまり，駈り立てるような

気分をもっている。形式は，明瞭な，また非常に膨張し
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た3部形式である。

　B励ん0η舳，乙．η．以来，80〃肋の中では，しばしば

Mθ舳励oの位置を占めてきて，形式においては，”θ一

刎肋0とほとんど区別されない。

23　序曲O蛆㊤r欄鵬
　開場の楽曲Eブδ嚇舳〃g’∫3肋6尾，または序秦の楽曲のこ

とで，17世紀のオペラにあらわれた。たいてい3わφ0一

〃αか8oη肋と呼ばれ，一定の形式はなかったが，17

世紀後半になり2つの型，すなわちフランス風序曲”伽

脇o舳6加　0卿θブ鮒θとイタリア風序曲丑α1κ伽0加

0〃θザ漉ブθ，あるいは＆がo加αが，行われるようにな

った。

　ル〃z泌鮒加0〃ηθブ鮒θはL〃ZZツ，J　Bの序曲で，

2つの緩徐な楽章が1つの迅速な楽章を囲み　（”αg’｛0

－AZZθgγo一λ∂αg・zo），11¢αZκ肌50加0〃ηぴ泌榊はスカ

ルラッティ86αrZα肋，A．（1665－1725）の序曲で，2

つの速い楽章が緩徐な楽章を囲んでいる　（A”θgro一

〃αgづo一〃θgγo）。

　また0〃ηκ伽θは，18世紀になり大きな形式となっ

た＆4加のA”〃zα〃ゐの前に，Pr6z〃ゐと同じように

置かれるようになった。

　IV　おわりに

　本研究は，演秦曲目であるBα6ん，∫且の「ルα脇δ一

5｛∫61〃3〃伽〃」に重点をおき，筆をすすめた。皿章の

r組曲を構成する諸曲の説明」においては，もっと多く

の曲を研究する必要があると思うので，新たな機会に述

べたい。

　Bαoん，∫ユのrルα脇滅361κ8〃伽〃」は，Bαoん，∫

且のrインヴェンション1肋θ励o〃」やr平均律クラヴ

ィーア曲集Wo舳θ妙舳θ肋5KZα閉ブ」がどちらかと

いえば，教育的作品であり，芸術意欲と作曲技術の円熟

を目指した一大創造物であるのに対し，この曲集は彼の

2度目の妻のために書いた「アンナ・マグダレーナのた

めのクラウィーア小曲集KZ〃鮒肋o1zZ舳∫鮒A〃伽

”αg∂αZθ〃αBαoん」の申に含まれており，「11〃6励o〃」

そしてrWo肋θ妙θr伽腕KZ仰｛θr」の間の橋渡しとし

て，またBαo1l，∫且の家族の家庭音楽だけでなく，

Bα0ん，∫ユの音楽教育において，非常に大切なものと

して取扱われた曲集である。Bα6ん，ユ＆の音楽教育法

に傾注していたキルンベルガー　Kか肋θブgκ，ユR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注10
（1721－1783）が，彼の弟子に次のように述べている。

「良い教師は弟子に，いつも異った様式の舞曲を薦め

る。演秦の荘重さと軽快さ，様式と表現の多様性，これ

らのおかげで，弟子達は大変厳しく鍛えられるし，その

結果，特色があり表現力に富んだ，そして変化のある演

重　　美 95

秦に，弟子達は慣1れるのである。一略一舞曲で充分に練

習した者のみが，歌曲演秦C”吻捌θクZαツ伽gを立派に

行うことが出来る。一略一また諸国の舞曲を知ること

で，白分の経験の範囲を広げることが出来るから，その

習得効果はますます大きくなる。全て，その様に組曲は

言ってみれば，諸国民の間にある相違をのりこえて，音

楽の精神で結合したヨーロッパの象徴である。」

　結論としてこれらの舞曲の正しい研究により，音楽に

必須なムーヴマンを感じ，それにより生気あふれる演秦

をしなければならない。すなわち，このたびの演秦会に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1
おいては，技術的要素の充実は勿論のことながら，一方

の精神的要素となる組曲の源流及び変遷をより深く理解

して，演葵に反映すべく努めた。しかし，必ずしも十分

な成果は得られなかった。今後の演秦に当っては技術偏

重に陥らず，内面的要素の充実を心がけたいと思う。

　本研究は，音楽研究室長岡敏夫先生のご指導をいただ

き，また独文和訳に際しては，島根大学文理学部教官二

木緋紗子氏の協力をいただいた。ともにお礼申し上げ

る。
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